
「ヒトゲノム・遺伝子発現および細菌叢の環境因子との相互作用に関する網羅的
解析」にご参加のみなさまへ 

 東京大学大学院新領域創成科学研究科 鈴木穣研究室におきましては、東京大学倫理審査専門委員会
の審査により承認を得たうえで、下記の人を対象とする医学系研究を実施しています。ご自身の試料が
本研究に利用されることを望まない場合には、下記の問い合わせ窓口までご連絡ください。 

千葉大学医学部附属病院

前澤　善朗

【研究課題名】 
ヒトゲノム・遺伝子発現および細菌叢の環境因子との相互作用に関する網羅的解析

【研究期間】 
倫理審査専門委員会の承認日～2029年 2月 9日 

【研究の意義】 
 柏の葉地域に在勤・在住の健常者を対象としたゲノムコホート研究を通じ、より安心で快適な生活環
境の実現、創薬研究・個別化医療の発展に向けた基盤構築を目指す。 

【対象者】 
「ヒトゲノム・遺伝子発現および細菌叢の環境因子との相互作用に関する網羅的解析」の研究に参加

し、検体の採取・提供、および情報提供をされた方。 

【研究成果の発表】 
 研究成果（解析に使用したデータや解析結果など）は、氏名など個人情報が特定できないように匿名
化した上で、学会発表や学術雑誌及びデータベース上等で公表します。研究成果は一般に、日本国内だ
けではなく、国際的に発表されます。そうすることで、国内外の多くの研究者がデータを利用すること
が可能になり、診断や予防等をより効果的に行うために役立つことが期待されます。公的データベース
からのデータの公開では、日本国内の研究機関に所属する研究者だけではなく、製薬企業等の民間企業
や海外の研究機関に所属する研究者もデータを利用する可能性があります。なお、加工されたデータに
ついては、誰しもが閲覧可能な形で公開され、不特定多数の方に利用される可能性があります。 

【研究組織】 
・研究代表者
東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 鈴木穣

・共同研究機関の研究者の氏名・所属・職名*
  石田 徹   一般社団法人柏の葉オーミクスゲート・事務局長 
  島村 徹平   東京科学大学総合研究院・教授 
  坂田 麻実子  筑波大学・医学医療系血液内科・教授 
  鎌谷 洋一郎   東京大学大学院・新領域創成科学研究科・教授 

岡田 随象   東京大学大学院・医学系研究科・教授 
  山下 理宇   国立がん研究センター・先端医療開発センター・ 

トランスレーショナルインフォマティクス分野・ユニット長
    影山 俊一郎 国立がん研究センター東病院・放射線治療科・医員 

榎田 智弘
前澤 善朗
曽根原 究人

国立がん研究センター東病院・頭頸部内科・医員   
千葉大学大学院・医学研究院・准教授
Wellcome Sanger Institute・Postdoctoral Fellow 

*) 研究体制は現在のものであり、研究の進展に伴って共同研究機関、研究従事者が変更となる可能性がありま

す。 
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ご自身の試料が本研究に利用されることを望まない場合には、下記の問い合わせ窓口にお申し出くださ
い。 

○研究内容に関する問い合わせ窓口：

〒260-8677 千葉県千葉市中央区亥鼻一丁目８番１号

Tel: 043-222-7171（代表）


